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1. 	 大腸における重複癌について
渡辺敏，木村靖宏(千大)
最近経験した直腸，上行結腸の同時性重複癌を報告し，
重複癌の定義，発生頻度等につき考察した。症例は 34才
主婦。排便時月工門官I~痛，月工門出血を主訴として来院。諸
|食査の結果， i在JI初出， J:行結腸痛の訪問で直IJ号切断術，
病変は管状腺府，あl;腸病変は粘j夜紡31i型管状腺痛であっ
た。なお，当科における大腸癌を合む重複癌は過去 15
年間で 15例で大腸癌症例の約 4.8%に当たる。 
2. 	 転移肝盟壌の治療について
上村公平，諏訪敏一(千大) 
50才の男性，上腹部腫痛を主訴とする S字結腸癌の
肝転移の患者で，免疫化学療法によって著明な肝腫の縮
小を見た症例を経験した。原発巣は S字結腸下 1/3にあ
り，周囲への浸潤及び腹膜への措種はなく A.hepatica 
communis内への canllulationを行い，化学療法を開
始し肝腫の縮小をまって原発巣を切除し，以後制癌剤の 
Infusionを続け著明な肝腫の縮小をみたもので，免疫
賦活剤の OK-432，adoptive Immunotherapyとして
の骨髄輸血を併用し，患者の細胞免疫能の向上がみられ
ている。 
3. 	 縫合糸を核とした総胆管結石の一例
沖木光典，橋場永尚(千大)
従来より異物を核とした胆石の報告例がみられるが，
われわれも今回その l例を経験したので報告する。症例
は 48才女性で，他医にて胆石症の診断で胆嚢摘出，総 
I1日管切開， T-tube ドレナージを受けた。術後半年余り
で右季肋音1)1南出現し，遺残高J;石の疑いにて当科で手術を1
行い総胆管内より結石 l個を摘出した。結石は絹糸を核
としたピリルピン石灰石であった。文献的考察を力nえ， 
IJ日j直系手術における縫合材料に対する注意を述べた。 
4. 腹膜偽粘液腫の一例
鷲谷豊久，青木靖雄(千大)
休表に痕孔を形成した腹膜偽粘液腫の一例。症例は 
68才男性。昭和 47年腸閉塞の診断で開腹術をうけ腹腔
内股癌を指摘される。昭和 48年腕上 4cmのところに偶
発腸痩を形成。痕孔造影で同腸終末昔I~ との交通を証明。
除玲探木木.の示剥組JI旬切土結腸切除術施行。1-ï~1 l札[織!学1苧全的検索では筒1 |昭和 50年腹部膨隆が著明になり当科にて試験開腹術を
うけ腹膜偽粘液腫と診断された。原発巣の確認はできな
かった。術後 2000radの放射線療法を受け腫痛の縮小
をみる。患者は現在，小康状態を保っている。 
5. 	 ストレス潰寝を併発した腹部大動脈癌の一例
宮崎彰，尾崎弘記(千大)
腹部大動脈癌に対する癌切除，人工血管移植術は現在
では一般的な手術となっているが，やはり侵襲の大きな
手術である。われわれは最近この手術を施行した 70才
の男性において術後まもなく下痢，タール便，吐血を主
とした消化器症状を呈し，当初腸管阻血による ischemic 
colonを想定したが十二指腸に発生したストレス漬壊に
よる出血であった症例を経験し治癒せしめたのでこれに
文献的および統計的考察を加え報告した。 
6. 	 椎間板ヘルニア術後に発症した総腸骨動静脈痩
増田政久，鈴木一郎(千大)
私達は約 10年の経過をもっ惟間板ヘルニア術後に発
症した左総1I易骨動静脈痩を経験した。 L4，LIj付・近の大血
管の解剖学的位置関係より，それらを椎間板ヘルニア手
術の際，損傷し動静脈爆を形成する可能性があるといわ
れている。木症例では7底の泰IHi.fsが困難なため，動脈の中
枢側，末梢Iftl]を遮断し，左総!白骨動脈に切闘を加えパル
ーンカテーテルを抑入，それをふくらませて出血を防止
し動脈内側より痩の閉鎖を行なった。
